
飯田藩太田家

曾祖母の母は、「天保八年九月二十日生、安政四年二月十八日下伊那郡飯田町

亡太田要助長女入籍ス」と戸籍謄本に記載されている。謄本の大田要助は飯田

藩の藩医の太田家一族の人物であったのかを確認すべく調査を実施した。「薬

医門太田家とは、飯田市山本佐竹地区の庄屋・戸長を長く勤めた旧家」と云わ

れている。

飯田市立中央図書館のスタッフの方が、以下史料を調査してくださった。

1.『長野県史』近世資料編第 4巻 2

安政 5年 6月堀親義家中分限帳「御坊主格 大田誰助」

2.『評釈 各々御用慎』太田文碩/著

3.『下伊那医業史(信濃名医伝)』 ガヽ林郊人/編

4.『信濃人物誌』村沢武夫/著

5.『飯田城主堀家』村沢武夫/著

「文学校教授大田雄介」「南裏町北側 大(太)田雄助・幹」

6.『飯田の今昔家並帳』村沢武夫/編 「天保二年の松尾町三丁目 要助」

6.の「飯日の今昔家並帳 松尾町三丁目」に庄屋小川屋 要助が記載されている

が、大田要助とは別人と思われる。明治 22年、初代飯田市長の野原文四郎

(高坂胤雄)は、松尾町二丁目に記載されている野原半三郎据の野原家の養子と

なった。 (り 11端紅葉著 2024・ 9。 13)

「野原文四郎」 (飯田信用金庫所蔵)|
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